
ＫＳＩ・Ⅰ
サイエンス英語Ⅰ(課題提示)



既知

曖昧

未知

課題研究

【自然科学】
数学、統計学、物理学、
天文学、地球惑星科学、
化学、生物学など

【応用科学】
計算機科学（工学）、
工学、建築学、
デザイン学、農学、
医学、歯学、薬学、
健康科学など



自分の発見を世界
中の人々に伝える
ためには？

考える



自分の発見を世界
中の人々に伝える
ためには？

考える

①学会等で発表(口頭、ポスター)
②論文発表(学術誌)
⇒日本語だけでいいの？？



サイエンス英語Ⅰ
「科学論文に挑戦」

目的：科学論文の構成を理解する
内容：ＤＮＡの構造について提唱

した論文(1953, Watson & Crick)

の英訳をグループ発表





◆担当の段落の最初の１文を和訳

①② →１班
③④ →２班
⑤⑥ →３班
⑦ →４班
⑧ →５班
⑨ →６班
⑩ →７班
⑪ →８班
⑫ →９班
⑬⑭ →10班



ＫＳＩ・Ⅰ
サイエンス英語Ⅰ(科学論文)



目的

①科学論文の構成と書き方
のポイントを理解する。

②英語で科学を学ぶ素養を
つける。



本日の予定

１ 科学論文グループワーク
２ パラグラフライティング
３ 科学論文の構成
４ 英語表現から論文を捉える
５ パラグラフライティング

グループワーク



各グループで話し合って担当
の英文を和訳してみよう

取り組む（グループワーク）





この論文はどのような内容
だったでしょう？

取り組む（個人ワーク）





この論文はどのような内容
だったでしょう？
段落の最初の１文だけを読
んでみよう。

取り組む（個人ワーク）





本日の予定

１ 科学論文グループワーク
２ パラグラフライティング
３ 科学論文の構成
４ 英語表現から論文を捉える
５ パラグラフライティング

グループワーク



見る・聞く（論文の段落構成）



見る・聞く（論文の段落構成）

ＤＮＡ４塩基の構造
を説明する図

ＤＮＡの構造
（ヌクレオチド鎖で向かい合う塩基）

を説明する図



見る・聞く（論文の段落構成）



表題（Title）
要旨（Abstract）

Ⅰ．序論（Introduction）
Ⅱ．方法（Methods）
Ⅲ．結果（Results）
Ⅳ．考察（Discussion）
Ⅴ．結論（Conclusion）
謝辞（Acknowledgments）

参考文献（References）
引用文献（Words Cited）

見る・聞く（論文の全体構成）



取り組む（ＧＷ）
序論と本論の境目を考えてみよう



見る・聞く



見る・聞く（論文の全体構成）



見る・聞く（論文の全体構成）



本日の予定

１ 科学論文グループワーク
２ パラグラフライティング
３ 科学論文の構成
４ 英語表現から論文を捉える
５ パラグラフライティング

グループワーク



論文の中の英文の構造を調べよう
・主語に を引き、主語が人物の
場合○をつける。

・動詞に を引き、過去形（現在
完了）だと□をつける。受動態の
場合▽をつける。

取り組む（グループワーク３）





見る・聞く（論文における英語表現）



考える

・人称代名詞（we, you, I）が使われる頻度は多いですか。
・人称代名詞を使うと、どのような効果がありますか。

○：13/71

・現在形と過去形（現在完了形を含む）はどちらが多いですか。
・現在形は（現在の動作・状態を述べるとき以外）どのようなときに使いますか。

□：12/71

・能動態と受動態を、どのように使い分けすると良いですか。

▽：20/71



見る・聞く（論文における英語表現）

・人称代名詞（we, you, I）が使われる頻度は多いですか。
・人称代名詞を使うと、どのような効果がありますか。

○：13/71

人称代名詞の効果：
・自分の考え、視点であることを強調、主張できる。
・主観的な表現となる。
・読みやすい。

客観性を重視する科学論文では、人称代名詞の多用は避ける。
要旨、序論、考察（結論）⇒ 人称代名詞は控えながら使う
実験方法・結果 ⇒ 受動態または三人称が基本

少ない



・現在形と過去形（現在完了形を含む）はどちらが多いですか。
・現在形は（現在の動作・状態を述べるとき以外）どのようなときに使いますか。

□：12/71

現在形を使うとき：
・普遍的な一般的事実
・習慣や決まりごと、決まっている予定

現在形が多い

要旨：論文の概要 ⇒ 両方
序論：既にわかっている事実は何か、わかってないことは何か ⇒ 現在形が基本
方法・結果：行った実験や結果 ⇒ 過去形が基本
考察：一般に言えること ⇒ 現在形

明らかになったこと （研究結果を引き出すとき） ⇒ 過去形

見る・聞く（論文における英語表現）



・能動態と受動態を、どのように使い分けすると良いですか。

▽：20/71比較的多い

能動態と受動態の使い分け：
・科学論文は事実に焦点を置いた客観的な文章 ⇒比較的受動態が多い
・考察：著者の考えを述べているのは明らか ⇒比較的受動態が多い

著者の考えであることをあえて強調したい ⇒能動態

・受動態は、多用すると意味が不明瞭になったりする。バランスが大切。

見る・聞く（論文における英語表現）



本日の予定

１ 科学論文グループワーク
２ パラグラフライティング
３ 科学論文の構成
４ 英語表現から論文を捉える
５ パラグラフライティング

グループワーク



見る・聞く（論文の構成ルール）



見る・聞く（論文の段落構成）





取り組む（グループワーク４）
論文の構成ルールを使ってみよう

①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化すること
がわかっている。②このように変化するのは、青空の光が偏光しているからです。③つ
まり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。
④ミツバチは、太陽光をコンパス代わりに利用していることが知られている。⑤そこで、
私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。⑥ミツバチには、単眼と複眼が
あり、単眼で太陽光の偏光を感知する。⑦ミツバチが蜜を求めて飛び回り、迷うことな
く巣に戻ることができるのは、太陽の位置を基準として自分の位置を把握しているから
である。⑧青空に偏光板を向けて、その偏光板を回転させると、明るくなったり暗く
なったりする。⑨この青空の偏光状態は、見上げる角度や方角によっても変化する。⑩
偏光板を利用して空の偏光状態を把握できれば、太陽の位置がわかる。⑪太陽の方向と
高度がわかれば、時間を割り出すことができる。⑫太陽が見えなくても青空が見えれば、
単眼で捉えた空の偏光状態から、ミツバチは太陽の位置を把握できる。（これと同じよ
うに、）⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができ
るはずである。



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化すること
がわかっている。

⑬太陽が隠れていても
青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。

最初が①で、最後が⑬
取り組む（グループワーク４）





①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

言い換え

言い換え

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

太陽の位置（どの方向に何度の高さにあるか）
と偏光板を向けた方向

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

太陽の位置（どの方向に何度の高さにあるか）
と偏光板を向けた方向

研究の目的は何か？
⇒偏光板を使って日時計を作る

わかっている事実は何か？
⇒青空は偏光していて、太陽の位置によって変化する

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

太陽の位置（どの方向に何度の高さにあるか）
と偏光板を向けた方向

研究の目的は何か？
⇒偏光板を使って日時計を作る

わかっている事実は何か？
⇒青空は偏光していて、太陽の位置によって変化する

どのようなアプローチ、原理、研究の動機・きっかけ？
⇒ミツバチの機能から着想した（ミツバチは太陽光を利用している）

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

どのようなアプローチ、原理、研究の動機・きっかけ？
⇒ミツバチの機能から着想した（ミツバチは太陽光を利用している）

青空は偏光していて、太陽の位置によって変化する

偏光板を使って日時計を作る

⑧、②、⑨

⑩、⑪

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

②このように変化するのは、青空の光が偏光しているからです。（根拠）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑧青空に偏光板を向けて、その偏光板を回転させると、明るくなったり暗くなったりする。（具体的に説明）

⑨この青空の偏光状態は、見上げる角度や方角によっても変化する。（補足的に説明）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑩偏光板を利用して空の偏光状態を把握できれば、太陽の位置がわかる。（根拠）

⑪太陽の方向と高度がわかれば、時間を割り出すことができる。（補足的に説明）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

どのようなアプローチ、原理、研究の動機・きっかけ？
⇒ミツバチの機能から着想した（ミツバチは太陽光を利用している）

青空は偏光していて、太陽の位置によって変化する

偏光板を使って日時計を作る

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

②このように変化するのは、青空の光が偏光しているからです。（根拠）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑧青空に偏光板を向けて、その偏光板を回転させると、明るくなったり暗くなったりする。（具体的に説明）

⑨この青空の偏光状態は、見上げる角度や方角によっても変化する。（補足的に説明）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑩偏光板を利用して空の偏光状態を把握できれば、太陽の位置がわかる。（根拠）

⑪太陽の方向と高度がわかれば、時間を割り出すことができる。（補足的に説明）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

どのようなアプローチ、原理、研究の動機・きっかけ？
⇒ミツバチの機能から着想した（ミツバチは太陽光を利用している）

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

②このように変化するのは、青空の光が偏光しているからです。（根拠）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑧青空に偏光板を向けて、その偏光板を回転させると、明るくなったり暗くなったりする。（具体的に説明）

⑨この青空の偏光状態は、見上げる角度や方角によっても変化する。（補足的に説明）

④ミツバチは、太陽光をコンパス代わりに利用していることが知られている。（主題）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑦ミツバチが蜜を求めて飛び回り、迷うことなく巣に戻ることができるのは、太陽の位置を基準として自分の位
置を把握しているからである。（結論）

⑩偏光板を利用して空の偏光状態を把握できれば、太陽の位置がわかる。（根拠）

⑪太陽の方向と高度がわかれば、時間を割り出すことができる。（補足的に説明）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

②このように変化するのは、青空の光が偏光しているからです。（根拠）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑧青空に偏光板を向けて、その偏光板を回転させると、明るくなったり暗くなったりする。（具体的に説明）

⑨この青空の偏光状態は、見上げる角度や方角によっても変化する。（補足的に説明）

④ミツバチは、太陽光をコンパス代わりに利用していることが知られている。（主題）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑥ミツバチには、単眼と複眼があり、単眼で太陽光の偏光を感知する。（具体的に説明）

⑫太陽が見えなくても青空が見えれば、単眼で捉えた空の偏光状態から、ミツバチは太陽の位置を把握できる。
（補足的に説明）

⑦ミツバチが蜜を求めて飛び回り、迷うことなく巣に戻ることができるのは、太陽の位置を基準として自分の位
置を把握しているからである。（結論）

⑩偏光板を利用して空の偏光状態を把握できれば、太陽の位置がわかる。（根拠）

⑪太陽の方向と高度がわかれば、時間を割り出すことができる。（補足的に説明）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

②このように変化するのは、青空の光が偏光しているからです。（根拠）

③つまり、太陽光による青空の偏光状態は、太陽を見る方向、太陽の高度によって決まる。（結論）

⑧青空に偏光板を向けて、その偏光板を回転させると、明るくなったり暗くなったりする。（具体的に説明）

⑨この青空の偏光状態は、見上げる角度や方角によっても変化する。（補足的に説明）

④ミツバチは、太陽光をコンパス代わりに利用していることが知られている。（主題）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

⑥ミツバチには、単眼と複眼があり、単眼で太陽光の偏光を感知する。（具体的に説明）

⑫太陽が見えなくても青空が見えれば、単眼で捉えた空の偏光状態から、ミツバチは太陽の位置を把握できる。
（補足的に説明）

⑦ミツバチが蜜を求めて飛び回り、迷うことなく巣に戻ることができるのは、太陽の位置を基準として自分の位
置を把握しているからである。（結論）

⑩偏光板を利用して空の偏光状態を把握できれば、太陽の位置がわかる。（根拠）

⑪太陽の方向と高度がわかれば、時間を割り出すことができる。（補足的に説明）

⑬太陽が隠れていても青空が見えれば、偏光板を使って時間を知ることができるはずである。（結論）

論文の構成ルール Paragraph Writing



①偏光板を通して見た青空の明るさは、太陽と偏光板の位置関係により変化することがわかっている。（主題）

④ミツバチは、太陽光をコンパス代わりに利用していることが知られている。（主題）

⑤そこで、私たちは偏光板を使って日時計が作れないかと考えた。（主題）

論文の構成ルール Paragraph Writing



まとめ
①科学論文の構成と書き方
のポイントを理解する。

●序論／本論（方法・結
果・考察）／結論

●パラグラフライティング
●客観性、普遍性を重視
②英語で科学を学ぶ素養を
つける。


